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本書「ホームシアター入門」をご覧いただくだけで、簡単にマルチチャンネル再生を楽しむことびでさます。 
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を J がり ホームシアターの基礎知識 


を化对 デジタルサラウンドへの近道(一接続から再生まで） 
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7ルチチヤンネルサラウンド再生とは •• 


①ドルビーデジタル 5. 1 ch または DTS サラウンド再生 

ドルビーデジタルに.1 ch サラウンド)または DTS サラウンドで記録されている DVD ソフトは、己本のスピーカー 
とサブウーファーから、それぞれ別々の音び再生されます。己 Ich 独立で音声び記録されているため、立体感や臨 
場感あふれる音場を楽しむことびできます。この再生をするにはデジタル接続び必要です。 


②ドルビープ□□ジック llx または DTS Neo : 目再生 

CD などの一般的なステレオソフトやドルビーサラウンド (DOLBY SURROUND ) またはドルビーステレオ 
(DOLBY STEREO ) で収録されている2チヤンネル信号のソフトを己本(または6本)のスピーカーで再生するこ 
とびできます。この2チヤンネル信号からセンター、サラウンド(ち/左)、サラウンドバックなどの音を作り出し 
よ9 〇 



DVD ソフトの音声記録方式(フォーマツト)を知るには？-- 

多くの DVD ソフトでは、パツケージ屢励に iU 下のように表示されています。 ] 枚のディスクに2〜3種類 
の音声び収録されていることび多く、聴く音声を選ぶことびできます。 

例） 


⑤ )） 


収録音声数 


1. 英語（己 Ich サラウンド） 

2. 日本語（ドルビーサラウンド） 

3. 英語の TS 己 Ich サラウンド） 

記録方式 


nni DOLBY I 

DIGITAL 


□n DOLBY SURROUND 


音声記録ち式(フォーマット） 



















































尽だ增)デジタルサラウンドへの近道 


すでに設定び変更されているときは、設定を工場出荷時に戻して(取扱説明書48ページ)から iU 下の操作を始める 
ことをおすすめします。 



機器の接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には必ず電源を切り、電源コードをコンセントか6巧いて 
<ださい。 



本機にス と‘’一力一とヴブウーフ ァーを接続する 


、スピーカー端子のレバーを上下に開い 
てコードを差し込んで<ださい。接続 
後はレノ く一を元に戻してください。 


接続する前に、スピーカーコードのな 
の両端に同じラベルを貼っておくと接続 
先び一目でわかり便利です。 


が夕 - サラウンド . 九 '' ン > 'I 人。 [ 入力出力 T 入力碟軟 
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接続してくださ 

1い。 


サブウーファー 
は必ず電源び切 


フ□ントちフ□ント左 
スピーカースピーカー 

( R ) ( L ) 


センター サラウンドちサラウンドをサラウンドバックパワーアンプ内蔵型 
スピーカー スピーカースピーカー スピーカー サブウーファー ( SW ) 
に） （ RS ) ( LS ) ( SB ) 


パワーアンプ内蔵 
サブウーファー ( SW ) 


例）サラウンドバックスピーカーを ffi 用するとをの配置 

サラウンド効果を 
最大限に発揮する 
ためにはちの図の 
ようにスピーカー 
を配置してくださ 

い。 _ 

サラウンド ( RS ) 



サラウンド ( LS ) 


、サラウンドバック ( SB ) 

















































































































































本機に DVD プレーヤーとテレビを接続ずる 


DVD プレーヤーにデジタル出力端子びついていないとさ、または光デジタル端子を接続するときは取扱 
説明書]4ページをご覧ください。 
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本機の電源を入れる 

• OSTAND 巳丫 / ON ボタンを押します。 

-表示部に [ DVD ] と表示されていないとき 
は、入力切換つまみ (INPUT SELECTOR ) 
または U モコンの DVD ボタンで [ DVD ] を 
選んでください。 


サブウーファー、 DVD プレーヤー、および 
テレビの電源を入れる 


テレビの入力を切り換える 


入力切換つまみ 

0 STANDBY / ON ボタン （INPUT SELECTOR ) 


6 STANDBV/ON 
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表示部 


音量調節つまみ 
(MASTER VOLUME ) 


本機からの出力映像びテレビ画面に映し出さ 
れるように入力を切り換えてください。 


DVD の音芦を設定する ^ 

DVD の再生を始める 

DVD の再生のしかたについては DVD プレー 
ヤーの取扱説明書をご覧<ださい。 


音量を調節する 

適当な音量になるまで音■調節つまみ (MASTER 


f 記設定を確認してください。 

© DVD プレーヤーのデジタル出力 

ドルビーデジタル、 DTS 、 および9目 kHz PCM の音声信号び出力される 
ように設定してください。 

※本機は MPEG 音声に対応していません。 PCM 音声び出力されるよラに 
設定してください。 

( Ddvd ソフトの音声の確認 

DVD ソフトのメニュー画面や DVD プレーヤーの音声切換操作で音声 
(己.1 ch サラウンドまたはドルビーサラウンドなど)を選んでください。 

V_ J 


V 日 LUME ) をち ( UP 方向)へ回します。 IJ モコン 


の音量+ボタンでち調節することびでさます。 


これで乂巧編は巧業でず。よりクリアで迫力ある DVD を楽しむため、 MCACC を体験してみましよう。 







































































































































































术 ホームシアター達人への道女 
そのの MCACC 設定(取扱説明書24ページ） 

従来難しいとされてきた設定を自動かつ高精度に測定して設定することびできます。スピーカーから出 
力されるテスト I -ーンを付属の MCACC 設定用マイクで感知して U スニング環境を解析します。 

その②システム設定(取扱説明書37〜48ページ） 

最適な U スニング環境をつくるための各種設定を行うことびできます。 

その③いろいろな ffi いかた(取扱説明書27〜36ぺージ） 

さまざまな音場/音質を選んで、お好みのサウンドで楽しむことびでさます。 

V J 


Q- だ哟困ったとをく Q&A> 


0視聴していた6巧然電源が切れてしまつた。 



「 OVERLOAD 」 と点滅表示されていませんか？ 

「音量び大きすざる」または「スピーカー〕ードびシヨート婚触)していている」可能性びあります。「音量び 
大きすざる」ときは音量をルさくしてください。「スピーカーコードびシヨート腊触)している」ときは、ス 
ピーカーコードの芯線を再度しっかりねじり直して、スピーカー端子からはみ出ないように接続してくださ 


い。 


® 光デジタル音声入力端子に DVD プレーヤーを巧続したが音が出ない。 

( a ) デジタル音声端子の入力を切り換えてください。取扱説明書4己ページ「同軸デジタル端子と光デジタル端 
子(光1 ) の入力切換設定」をご覧ください。 

( Jg フ□ントスピーカーか 6 しか音が出ない。 

(\)ドルビーデジタルや DTS などのマルチチャンネル音声を再生していますか？ 

DVD ソフトのメニュー画面や DVD プレーヤーの音声切換操作でマルチチャンネル音声を選んでください。 
(\) CD を再生していませんか？ 

U スニングモードをはート」に設定して CD などの 2ch 音声で収録されているソフトを再生すると、 Sch 
のまま再生されます(取扱説明書27ぺージ)。 U モコンで「サラウンドモード」または「アドバンスドモード」 
を選んでください(取扱説明書29ページ)。 

© 音び出ないスピーカーがある。 

( a ) 接続したすべてのスピーカーからテスト I -- ンが一という昔び出力されているか確認してください嫩扱説 
明書36ページ)。テスト!-ーンび出力されないスピーカーびあるとさは、接続を見直し、盾^^のか 
らをやり直して<ださい。 

(\) フオーマットインジケーターで、「音び出る設定になっているスピーカー」と「入力している圧縮音声信号」 
を確認してください嫩扱説明書22ページ)。思った通りに音び出ないときは、取扱説明書の iU 下のページを 
ご覧ください。 

「入力機器の設定を確認する」(取扱説明書22ページ） 

rU スニングモードの種類と効果について」(取扱説明書27〜28ページ） 


すべてのスピーカーから音び出る設定となっていて、マルチチヤンネル信 
号を入力している状態のフオーマツトインジケーター 



_Ls _ 口 HS _ db 


( a ) サラウンドバックモードび日 FF になっている。 

( a ) 本機のすべての設定を初期状態に戻して(取扱説明書48ページ)、這^)の ( D からやり直してください。 
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